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第 7 章では，常誘電相 SmA 相において，エレクトロクリニック効果による光 SHG を観測し， また， タイプ I の
位相整合を行い，得られた位相整合曲線が理論曲線と良い一致を示すことを明らかにしている o

















(5) スピンコート法による高分子強誘電性液晶薄膜を用いて SmC. 相で光第 2 高調波が発生する事を見出し，その
角度依存性等を明らかにしているo
(6) 強誘電性液晶の常誘電相である SmA 相において，エレクトロクリニック効果による光第 2 高調波発生を観測し，
タイプ I の位相整合が可能であり，理論曲線とよく一致することを明らかにしている。
以上のように，本論文は強誘電性液晶・高分子強誘電性液晶の自己保持膜，スピンコート膜等の超薄膜の電気的・
光学的性質とそのメカニズムを明らかにすると共に，これらを用いた新しい電気光学効果など種々のオプトエレクト
ロニクス応用を提案しており，電子工学に寄与するところが大きい。よって，本論文は博士論文として価値あるもの
と認めるo
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